
放課後等デイサービス自己評価表（事業者向け・保護者向け） 実施報告書 

 

令和４年 3月 22日 

社会福祉法人つみき 

つみき第 5 

管理者 岩井 みずほ 

 

 放課後等デイサービスガイドラインに基づき、下記のとおり自己評価・保護者からの評

価を実施しましたのでご報告いたします。 

 

記 

 

1、 実施概要 

自己評価表：常勤職員 4名・非常勤職員 3名を対象に実施。 

      実施日：令和 3年 2月 4日 

保護者向け評価表：利用者保護者 9名を対象に実施（有効回答 8件） 

         実施期間：令和 2年 2月 20日～令和 3年 2月 4日 

 

2、 評価方法 

自己評価表・保護者向け評価表の結果を参考に、意見の多かった点について職員間で討

議。 

 

3、 公表方法 

ホームページにて公表。広報誌『つみき新聞』にてその旨を告知。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．主な工夫している点 

【設問１】子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 

◎物の配置を変えたり、不要な物は処分する等して、環境整備を行っている。 

【設問 12】活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか 

◎常勤職員で週案を作り、限られた時間で行える活動を提案し、固定化しないようにしてい

る。 

【設問 3】事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が適切になされているか 

◎スロープを購入したり、トイレに手すりを設置する等している。 

 

５．主な改善すべき点（改善目標） 

【設問 10】子どもの適応行動状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用

しているか 

◎使用しているアセスメントツールが重心向けではない為、測定が難しいので、重心向けに

合わせた物に検討していく。 

【設問 16】支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせをし、その日行われた支援の振り返

りを行い、気付いた点等を共有しているか。 

◎退勤時間の関係で主に常勤職員のみが行っている。時間をずらしたり、別日に行うなどし

て非常勤職員から意見を聞けるように工夫していく。 

【設問 20】障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最

もふさわしい者が参画しているか 

◎そもそも会議がないので、必要があればこちらから他事業所に働きかけていく。 

 

 

 

以上 


